
                                

 

 

 

NO.2 園だより 薩摩川内市立里幼稚園 令和６年５月２０日 

  もし、のどに食べ物がつまったら…  

                             園長 永野俊也 

        今月は、子どもの安全についての話題です。 

        最近、「りんごをのどにつまらせた…」等々のニュースをよく

目にします。園でも給食の際、献立表を見ながらつまらせる可能

性が少しでもある食材が入っている場合（うずらの卵等）とくに

気を付け、細かくして提供したり、よく噛んで食べているか特に

注意して確認したりしています。また、家庭からもってきてもら

う「おやつ」についても、預かり保育の時間になりますから、特

に、あめ玉やグミ等、避けるようお願いをしているところです。 

        ただ子どもは、時に予想外の行動をとります。私自身、３歳の

頃、  ←1cm 程のこんなナットを飲み込んでしまい病院搬送と

なった記憶があります…。 

        先々月、赤十字水難救助員の更新講習を受け、様々な救助法を 

       学習してきましたが、気道がつまり呼吸ができなくなると、およ 

       そ５分で、生存率が急激に低下します。救急車を呼んでも、間に

合わないことが考えられます。対処法としては、まず異物除去 

       左図①②の背部叩打法（はいぶこうだほう）それでもだめな場合

左下図③④の腹部突き上げ法を行います。異物が除去で

きても、意識が戻らない場合は、すぐに心肺蘇生法に移

行します。高齢者がつまらせた場合にも応用がききます。

ネットで検索するとすぐでてきますので、家庭におかれ

ましてもぜひ一度、ご覧になってはいかがでしょうか。 
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